
「 6+7類V組　 微分積分学第１期 末試験問題–8月 2日」

H101号室, 5–8時限、 井 上淳, 2006.8.2.

1 0 < a, 0 < b と して 、 以 下の 極限値を 求 め 、 そ の 計算過程を 明示せ よ 。

(i) lim
x→(π/2)−0

(tan x)cos x, (ii) lim
x→0

ax − bx

x
, (iii) lim

x→−∞
(ax + bx)1/x.

2 (1) y = sin (b arcsin x) (b は 定数) は

(1 − x2)y′′ − xy′ + b2y = 0 (−1 < x < 1)

を 満た す 事を 示せ .

(2) y(n)(0) (n = 1, 2, . . . ) を 求 め よ .

3 関 数 f(x, y) = (x2 − y2)e−(x2+y2), (x, y) ∈ R
2, の 極値点を 求 め 、 極大、 極小を 判定せ よ 。

4 f(x, y) = ex cos y を 1 + x + 1
2 (x2 − y2) で 近似した と き の 誤差は 、 (|x| + |y|)3e|x|/6 で 押さ え ら れ る

事を 示せ 。
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